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文学部同窓会に公式な事務局が誕生しました。これを機に、同窓生と教職員と在学生の
ネットワークを確立すべく、冊子を発行いたしました。年 1 回、定期的に発行してまい
りますので、情報交流の場所として、発言の場所としてご活用ください。

同 窓 会 報 第 ２ 号 を
お 届 け し ま す

　本年4月より、文学部長・文学研究科長の任
に就くこととなり、職責により同時に文学部同窓
会長の重責を務めさせていただくこととなりま
した。よろしくお願い申し上げます。
　同窓会には、従来より卒業・修了祝賀会開催
への援助、阿部次郎記念賞への協賛、文学部広
報誌『考えるということ』刊行への助成等を行
っていただいております。これら文学部・文学
研究科の事業へのご支援に対し、文学部長とし
て厚くお礼を申し上げます。
　一昨年の創立百周年を機に新たに発足した
東北大学校友会は、皆様ご承知の通り、「萩友
会」と命名され、本年10月10日・11日には第3回
ホームカミングデーを開催し、各学部同窓会を
統括する東北大学全学同窓会として、同窓会会
員の皆様の紐帯を強化すべく、さまざまな行事
が予定されております。
　今後、全学同窓会である萩友会と文学部同窓
会との連携を強化していくことが求められて
おりますが、それに先立つ問題として、文学部
同窓会自体の活性化、文学部同窓会員に対する
サービスの提供などに積極的に取り組んでい
く必要があるのではないかと考えております。
この点に関しましては、同窓会幹事、理事の皆
さんに打開策の検討をお願いしているところ
ですが、昨年9月創刊されました「ネットワー
ク」誌が、文学部・文学研究科と同窓会会員と
の連携を強化し、こうした状況を打破する突破
口になるのではないかと期待しております。
　また、同窓会活動の活性化にはそれなりの資
金的裏付けが必要であることについては、贅言
を要しないと思います。平成14年（2002年）より
は、新入生の皆さんより終身会費1万円を徴収
させていただくこととなり、これにより文学部
同窓会も一定の活動資金を得ることになりま
したが、同窓会活動を更に活性化するためには、
必ずしも十分なものではありません。会員の皆
様には、この資金面をも含め、同窓会の活動に
ますますのご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

　
今
秋
10
月
10
日
・
11
日
、
第
3
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス
の
百
周

年
記
念
会
館
川
内
萩
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
や

式
典
、
学
内
の
施
設
見
学
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
整
備
が
進
ん
で
い
る
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
き
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
生
協
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
を
利

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
3
p
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
v
o
l
4
の
記
事
の
中
で
、

実
は
、
6
│
7
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
失

わ
れ
た
場
を
探
し
て
　
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
社
会
学
』の
著
者
で
あ
る
メ
ア
リ
ー
・
Ｃ
・

ブ
リ
ン
ト
ン
さ
ん
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
）が
、

こ
の
6
月
に
文
学
部
の
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

　「C
hanges in the Transition to A

dulthood in 
D
ifferent Societies w

ith Special Focus on the 
U
.S. and Japan

」の
テ
ー
マ
で
、
社
会
行
動
科
学

特
論
Ⅱ
・
行
動
科
学
論
の
集
中
講
義
を
行
っ
た

の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
か
ら
の
広
が
り
の

一
例
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
失
わ
れ
た
場
を
探
し
て
　
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
社
会
学
』は
、
同
窓
に
と
っ
て
ゆ
る
が

せ
に
で
き
な
い
一
冊
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
v
o
l.
4
か
ら
の
変
化
❶

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
v
o
l.
4
か
ら
の
変
化
❷

　
東
北
大
学
文
学
部
・
文
学

研
究
科
の
情
報
誌
と
し
て
発

行
し
て
い
る
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
」
の
第
4
号
が
2
0
0
9
年

4
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
残
部
が
あ
り
ま
す
の

で
、
同
窓
会
宛
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
文
学
部
か
ら
の
発
言
）
　

　
佐
藤
嘉
倫
教
授
P
a
r
t
2

◆
企
業
と
の
対
話

　
v
o
l
4 

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
＆
小
泉
政
利
准
教
授

◆
歴
代
研
究
者
メ
モ
リ
ア
ル

　
v
o
l
4 

石
原
謙
博
士

◆
文
学
部
の
研
究
紹
介

　
v
o
l
4 
後
藤
敏
文
教
授
の
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
全
訳

◆
文
学
部
ゆ
か
り
の
宝
も
の

　
v
o
l
4 

金
谷
文
庫

◆
図
書
館
・
書
店
と
の
対
話

　
あ
ゆ
み
B
O
O
K
S
仙
台
青
葉
通
り
店

第

4

号

の

主

な

内

容

　「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
で
力
を
い
れ
て
い
る
教
職

員
や
同
窓
生
の
著
作
へ
の
着
目
は
、
生
協
に
も

飛
び
火
し
て
い
ま
す
。

　
川
内
南
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
系
生
協
書
籍
部
が
、

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
取
り
上
げ
て
い
る
書
籍

を
網
羅
し
て
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
を
実
現
。
数
十
種

を
並
べ
て
、
そ
れ
な
り
の
販
売
結
果
を
残
し
た

よ
う
で
す
。

　
書
籍
部
で
は
「
東
北
大
学
の
先
生
の
本
」
の

コ
ー
ナ
ー
も
新
設
し
て
、
新
刊
書
を
並
べ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
盛
り
上
が
っ
て

行
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。



23

同窓会Topics同窓会Information

　
東
北
大
学
校
友
会
が
昨
年
発
足
し
、
間
も
な
く
一
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
活
動
目
標
の
一
つ
に
、
「
各
部
局
同
窓
会
と

連
携
・
協
力
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
の
発
展
を
図

る
」
と
の
文
言
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
校
友
会
（
元
の
全
学
同
窓
会
）
が
リ
ー
ド
し

文
学
部
同
窓
会
が
そ
れ
に
協
力
す
る
と
い
う
形
で
き
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
昨
年
は
東
北
大
学
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
と
連
携
し
て
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
演
題
は

「
い
ま
、
方
言
が
面
白
い
!
」
で
、
文
学
研
究
科
の
小
林
隆

教
授
と
東
北
放
送
の
藤
沢
智
子
氏
が
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
文
教
大
講
義
室
に
は
一
般
の
方
も
参
加
さ
れ
、
満
席

の
聞
き
手
で
大
変
面
白
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
連
携
し
て
の
文
学
部
同
窓

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
昨
年
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
同
窓
生
が
今
回
も
多
く
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
何
か
壁
み
た

い
な
も
の
が
あ
り
、
な
か
な
か
足
を
運
べ
な
か
っ
た
同
窓
生

も
い
ら
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
連
携

の
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
各
研
究
室
が
独
自
に
行
っ

て
い
た
、
同
窓
会
や
公
開
講
演
会
な
ど
を
文
学
部
全
体
と
し

て
有
機
的
に
結
び
合
わ
せ
て
の
開
催
な
ど
は
で
き
な
い
も
の

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
学
部
同
窓
会
の
総
会
時

に
、
東
北
大
学
総
長
の
ご
挨
拶
や
他
学
部
の
教
授
か
ら
今
話

題
の
話
を
ご
講
演
し
て
い
た
だ
く
の
も
面
白
い
と
思
い
ま

す
。
「
脳
」
の
話
や
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
問
題
、
東

北
大
学
の
「
人
工
衛
星
」
、
裁
判
員
制
度
等
同
窓
生
の
皆
さ

ん
が
聞
き
た
い
話
題
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
お
聞
き

す
る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　
8
月
2
日
、
東
京
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
（
東
京
駅
北
口
）に
お
い
て
、
東
北
大
学
校
友
会
の
行
事
と
し

て
「
関
東
交
流
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。
井
上
明
久
総
長
挨
拶
、
北
村
幸
久
副
学
長
・
校
友
会
理
事

の
大
学
の
現
況
報
告
、
野
家
啓
一
東
北
大
学
理
事
・
校
友
会
代
表
理
事
の
校
友
会
の
活
動
紹
介
に

つ
づ
き
、
デ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
2
人
に
よ
る
講
演
、
そ
し
て
懇
親
会

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　
講
演
で
は
、
文
学
研
究
科
・
佐
藤
嘉
倫
教
授
が
『
人
間
関
係
は
犯
罪
を
防
げ
る
か
？
│
東
京
を

事
例
と
し
て
』の
テ
ー
マ
で
登
壇
。
ご
自
身
の
故
郷
で
あ
る
東
京
下
町
に
は
犯
罪
が
少
な
い
こ
と
を

話
題
に
し
な
が
ら
、
23
区
の
1
9
7
5
年
と
2
0
0
5
年
の
生
活
扶
助
率
、
小
規
模
企
業
率
と
犯
罪
発

生
率
を
比
較
し
、
長
期
的
な
人
間
関
係（
い
わ
ゆ
る
社
会
関
係
資
本
）が
犯
罪
を
抑
止
す
る
働
き
を
持

つ
と
い
う
傾
向
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

■10月10日(土)　百周年記念会館 川内萩ホール

 萩友会総会 11:00 ～（入場無料／事前申込必要）

 仙台セミナー 13:00 ～（入場無料／事前申込必要）
  テーマ「新地域創造－自立的発展の基本戦略」
  基調講演「大交流時代　東北の可能性」
  ：東日本旅客鉄道㈱代表取締役社長・清野智
  パネル討論「エレクトロニクス革命－東北の拠点性」
  ：セイコーエプソン㈱代表取締役会長・花岡清二
  ：東京エレクトロン㈱取締役専務執行役員・北山博文
  ：東北大学工学研究科教授・江刺正喜
  (co)河北新報社常務取締役編集本部長・西川善久

  ＊川内北キャンパス 川内体育館で
  （卒業生（参加企業）のみ事前申込必要）
  12:00 ～在校生と卒業生との親睦会

■10月11日(日)　百周年記念会館 川内萩ホール

 秋の文化フェスティバル（入場無料／事前申込不要）
  13:00 ～公演：マンドリン楽部、ＪａｚｚＯＲＣＨＥＳＴＲＡ、
  男声合唱団、落語研究部、 邦楽部、応援団、吹奏楽部、放送研究部（司会）
  ＊百周年記念会館　会議室で
  10:00 ～展示：映画部、写真部、書道部、美術部、山岳部

 記念コンサート 18:00 ～（有料／事前申込必要）
  第１ステージ：オーケストラと全体合唱（東北大学交響楽団ほか）
  第２ステージ：学生歌（男声、混声、女声合唱団ほか）
  第３ステージ：男声合唱（男声合唱団）
  第４ステージ：混声合唱（混声合唱団）
  第５ステージ：オーケストラと全体合唱（東北大学交響楽団ほか）

■施設も自由にご覧ください。

　10日・11日は、４つの施設が無料開放（事前申込不要）となります。
　ご家族でご利用ください。

 史料館（片平） 10:00 ～ 17:00
  企画展「マンボウ青春記の仙台－北杜夫と東北大学医学部－」

 附属図書館（川内） 10:00 ～ 19:00
  平山文庫の常設展

 総合学術博物館（青葉山） 10:00 ～ 16:00

 植物園（川内）   9:00 ～ 17:00

（問い合わせ）東北大学総務部広報課校友係
TEL022-217-5059 FAX022-217-4818
http://www.bureau.tohoku.ac.jp/alumni/

column

（下記の写真は2008年の第2回ホームカミングデー時のものです）

　
東
北
大
学
で
は
、
一
昨
年
の
創
立
1
0
0
周
年
時
か
ら
、
同
窓
生
、

在
学
生
、
大
学
、
そ
し
て
仙
台
市
民
の
交
流
、
連
携
の
た
め
の
「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
を
開
催
。
全
学
同
窓
会
の
解
散
、
東
北
大
学
校
友

会
の
発
足
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
百
周
年
記
念
会
館
川
内
萩
ホ
ー
ル
の
完
成
記
念
式
典
、
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
と
あ
わ
せ
て
第
２
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
度
は
、
東
北
大
学
校
友
会
の
名
称
が
「
萩
友
会
」
と
決

定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
て
、「
東
北
大
学
1
0
2
周
年
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
の
開
催
で
す
。

　
こ
の
１
年
で
、
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
み
、
文
学

部
講
義
棟
な
ど
の
あ
る
川
内
南
キ
ャ
ン
パ
ス
も
ず
い
ぶ
ん
と
き
れ
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
協
の
食
事
も
美
味
し
く
な
っ
て
い
ま
す
（
残
念

な
が
ら
川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
耐
震
工
事
の
た
め
建
物
が
だ
い
ぶ
目

隠
し
さ
れ
て
い
ま
す
が
・
・
・
）。

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
つ
い
で
に
、
思
い
出
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。



　
7
月
22
日
、
片
平
の
魯
迅
の
階
段

教
室
に
お
い
て
、（
財
）
東
北
大
学

研
究
教
育
振
興
財
団
の
「
海
外
留 

学
奨
励
賞
」
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
財
団
が
東
北
大
学
生
の
学
習

支
援
の
一
環
と
し
て
、
海
外
留
学
の

一
助
と
な
る
奨
励
金
を
授
与
す
る

も
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
財
団
は
今

年
度
い
っ
ぱ
い
で
解
散
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
が

最
後
の
授
与
式
と
な
り
ま
し
た
（
授

与
者
24
名
中
18
名
が
参
加
）。

　
文
学
部
・

文
学
研
究

科
で
は
、

次
の
6
名

が
授
与
。

半
年
〜
1

年
の
留
学

を
体
験
し

ま
す
。
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『
三
太
郎
の
日
記
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
阿
部
次
郎
博
士

（
1
9
2
3
│
50
年
在
籍
）
の
業
績
を
顕
彰
し
、
東
北
大
学
創
立

百
周
年
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
た
「
青
春
の
エ
ッ
セ
ー
　
阿
部
次

郎
記
念
賞
」
は
、
2
0
0
9
年
度
で
3
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
課

題
作
品
の
テ
ー
マ
を
〈
ぶ
つ
か
り
あ
う
〉
と
し
、
全
国
の
高
校
生

を
対
象
に
、
5
月
初
旬
に
募
集
を
開
始
し
た
作
品
募
集
も
、
い
よ

い
よ
9
月
10
日
が
締
切
り
で
す
。

　
在
仙
の
芥
川
賞
候
補
作
家
・
佐
伯
一
麦
さ
ん
、
西
川
善
久
河
北

新
報
社
常
務
取
締
役
編
集
本
部
長
を
選
考
委
員
に
招
き
、
野
家
啓

一
東
北
大
学
理
事
・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
長
、
花
登
正
宏
文
学

部
長
・
阿
部
次
郎
記
念
館
長
、
長
谷
川
公
一
文
学
部
教
授
、
岩
田

美
喜
文
学
部
准
教
授
を
加
え
た
6
人
に
よ
る
選
考
結
果
は
、
11
月

3
日
の
表
彰
式
に
お
い
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
は
、
「
市
民
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
紅
葉
の
賀
」
と

併
せ
て
開
か
れ
ま
す
。
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
文
学
研
究
科
と
東
北
大
学
植
物
園
の
共
催
で
開
い
て
い

る
東
北
大
学
市
民
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
「
紅
葉
の
賀
」

は
、
今
年
も
11
月
3
日
、
植
物
園
ほ
か
を
会
場
と
し
て
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
文
学
研
究
科
で
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
を
飛
び
出
し
て
の
公
開
講
座
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ

の
一
つ
が
、
大
崎
市
岩
出
山
で
開
い
て
い
る「
有
備
館
講
座
」と
並
ぶ
、
宮
城
県
南
丸
森
町
の「
齋

理
蔵
の
講
座
」。

　
丸
森
町
は
福
島
県
境
に
あ
り
、阿
武
隈
川
の
舟
下
り
、美
し
い
蔵
の
建
物
が
見
ら
れ
る
齋
理
屋

敷
、お
に
ぎ
り
街
道
や
イ
ノ
シ
シ
鍋
、タ
ケ
ノ
コ
狩
り
や
干
し
柿
づ
く
り
な
ど
の
多
彩
な
観
光
資

源
で
知
ら
れ
る
町
で
す
。

　
文
学
研
究
科
で
は
丸
森
町
教
育
委
員
会
・
中
央
公
民
館
・
財
団
法
人
阿
武
隈
ラ
イ
ン
保
勝
会

と
共
催
で
、6
月
か
ら「
南
米
の
日
系
人
を
訪
ね
て
」（
辻
本
昌
弘
准
教
授
）、「
私
の
見
た
ド
イ
ツ
」

（
島
崎
啓
准
教
授
）、「
日
本
的
文
化
の
芽
生
え

－

京
都
か
ら

－

」（
泉
武
夫
教
授
）、「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
考
え
る
わ
た
し
た
ち
と『
宗
教
』」（
木
村
敏
明
）「
准
教
授
」を
開
催
。今
年
度
は
、
10
月
3

日
の「
韓
国

－

急
変
す
る
社
会
の
姿

－

」（
嶋
陸
奥
彦
教
授
）で
閉
講
式
と
な
り
ま
し
た
。

－

紅葉の賀09
10:00 オープニング・セレモニー 
10:15 ～ 尺八野外演奏（泉武夫教授ほか）
11:00 ～ 12:30 植物園内ガイド付き散策
 
13:30 ～ 公開講演会 
 講演会場：文学部第一講義室（旧文教大講義室） 
 講演者：佐伯一麦氏（作家）
 題　名：「漱石の手紙から－私の文学雑感」
14:40 ～ 15:30 阿部次郎記念賞授賞式
 審査員：野家啓一・佐伯一麦・西川善久・
 　　　　花登正宏・長谷川公一・岩田美喜
15:30 ～ 16:00　俳句会授賞式 

キャンパスTopics

　
7
月
30
日
・
31
日
、
恒
例
の
東
北
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
が
開
か
れ
ま
し
た
。
降
っ
た
り
曇
っ
た
り
の
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
全
学
で
は
万
を
超
え
る
高

校
生
が
全
国
か
ら
参
加
。
学
部
ご
と
の
趣
向
を
凝
ら
し

た
案
内
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
文
学
部
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
次
の
よ
う
な
公
開
講
義
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
高
校
生
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

●
辻
本
昌
弘
准
教
授
（
心
理
学
）『
人
間
と
心
理
と
行
動
』

●
名
嶋
義
直
准
教
授
（
日
本
語
教
育
学
）『
日
本
語
の
会

話
に
つ
い
て
考
え
る
』

●
長
岡
龍
作
教
授
（
東
洋
・
日
本
美
術
史
）『
美
術
に
見

る
日
本
人
の
世
界
観
』

●
岩
田
美
喜
准
教
授
（
英
文
学
）『「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
」
で
味
わ
う
詩
の
こ
と
ば
』

●
山
田
仁
史
准
教
授
（
宗
教
学
）『
神
話
か
ら
さ
ぐ
る
人

類
宗
教
史
』

●
有
光
秀
行
准
教
授
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
）『「
き
か
ん
し
ゃ

ト
ー
マ
ス
」
の
島
の
歴
史
』

●
荻
原
理
准
教
授
（
哲
学
）『
哲
学
者
ソ
ク
ラ
テ
ス
』

●
片
岡
龍
准
教
授
（
日
本
思
想
史
）『
D
o
i
n
g
軛
日
本

思
想
史
〞』

吉
田
真
理
子
さ
ん
（
4
年
）●
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
第
一
大
学
ル
イ
・
パ

ス
ツ
ー
ル
校

田
島
歩
実
さ
ん（
4
年
）・
関
澤
美
育

（
3
年
）●
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学

西
川
慧
さ
ん
（
4
年
）●
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
大
学

小
林
礼
実
さ
ん
（
博
士
課
程
前
期
2

年
）●
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学

島
崎
薫
さ
ん
（
博
士
課
程
前
期
1

年
）●
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ

大
学

西澤潤一財団理事長から賞状を
受けた、右から田島歩実さん、
関澤美育さん、西川慧さん



『
坂
の
上
の
雲
』
第
八
巻
に

島
田
謹
ニ
氏
の
解
説
が
あ
り
ま
す

2008年～09年、同窓生のこんな著作が見られました

－

－

－

－

－

－

－
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2
0
0
9
年
11
月
29
日
、
司
馬
遼
太
郎
の
同

名
小
説
を
ド
ラ
マ
化
す
る
N
H
K
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
『
坂
の
上
の
雲
』
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
日
露
戦
争
（
1
9
0
4
│
05
年
）
を

は
さ
ん
だ
時
代
の
、
秋
山
好
古
・
真
之
兄
弟
、

正
岡
子
規
、
広
瀬
武
夫
、
夏
目
漱
石
な
ど
の
交

流
ま
で
描
く
ド
ラ
マ
で
す
が
、
こ
れ
に
は
少
な

か
ら
ず
東
北
大
学
文
学
部
同
窓
が
関
係
し
て

い
ま
す
。

　
一
つ
に
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
制
作
に
関
し

て
、
山
折
哲
雄
氏
（
文
学
部
卒
・
文
学
研
究
科

単
位
修
得
）
が
諮
問
委
員
と
し
て
監
修
に
参
画

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
司
馬
遼
太
郎
原
作
『
坂
の
上
の

雲
』
に
は
、
島
田
謹
二
氏
（
法
文
学
部
卒
）
が
解

説
を
書
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
島
田
氏
は
こ

の
前
後
の
時
代
に
つ
い
て
『
ロ
シ
ヤ
戦
争
前
夜

の
秋
山
真
之
』（
1
9
9
0
年
）、『
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
秋
山
真
之
』（
1
9
6
9
年
）、『
ロ
シ
ア

に
お
け
る
広
瀬
武
夫
』（
1
9
6
1
年
）
な
ど
を

著
し
て
い

る
の
で
す

（
以
上
、
い

ず
れ
も
朝

日
新
聞
社

刊
）。
解
説

に
記
さ
れ
た

　
明
治
の
国
家
体
制
が
新
し
く
作
ら
れ
た
時
、

長
い
こ
と
資
源
乏
し
く
貧
し
い
が
お
だ
や
か

な
生
活
に
甘
ん
じ
て
い
た
当
年
の
日
本
の
若

い
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、
当
時
の
花
形
で
あ
る
軍

事
方
面
に
群
を
成
し
て
赴
い
た
。
ま
た
そ
の
網

の
目
を
も
れ
た
少
数
の
エ
リ
ー
ト
は
、
日
の
目

の
あ
た
ら
ぬ
世
界
で
、
独
自
の
新
し
い
文
芸
の

花
を
ほ
そ
ぼ
そ
と
開
か
せ
た
。
日
本
を
代
表
す

る
精
神
は
、
軍
事
と
文
芸
と
│
そ
の
両
面
に
異

様
な
光
芒
を
放
っ
た
。
こ
れ
を
き
わ
め
み
る
こ

と
は
、
近
代
日
本
を
知
る
の
に
絶
対
必
要
な
仕

事
で
あ
る
。
こ
の
作
者
が
こ
の
大
作
の
た
め
に

十
年
苦
労
し
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
で

あ
っ
た
。

と
い
っ
た
指
摘
を
踏

ま
え
、『
ロ
シ
ヤ
戦
争

前
夜
の
秋
山
真
之
』

な
ど
に
も
目
を
通
し

て
み
れ
ば
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
も
一
段
と
お

も
し
ろ
く
視
聴
で
き

る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
創
刊
号
で
、
岩
波
新
書
か
ら
多
田
等
観
博
士

（
1
9
3
5
│
43
年
在
籍
）
の
『
チ
ベ
ッ
ト
』
が
復
刊

さ
れ
た
こ
と
を
記
録
し
ま
し
た
。
な
ん
と
今
春
5
月

に
は
、
講
談
社
学
術
文
庫
か
ら
『
チ
ベ
ッ
ト
滞
在
記
』

（
牧
野
文
子
編
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
す
。

　
思
え
ば
は
る
か
昔
、一
九
一
二
年（
明
治
四
十
五
年
）

四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
奥
の
カ
リ
ン
ポ

ン
で
、
私
は
は
じ
め
て
十
三
世
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
お
め

に
か
か
っ
た
。
私
が
二
十
一
歳
の
と
き
で
あ
る
。

　
私
を
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
紹
介
し
て
く
れ
た
人
は
、ツ
ァ

ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ
ー
大
僧
正
で
、
場
所
は
、
カ
リ
ン
ポ
ン

の
行
宮
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
宮
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
王
が

ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
の
た
め
に

造
営
し
た
も

の
で
、そ
の

と
き
十
三
世

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
し
ば
ら
く
そ
こ
に
滞
在
し
て
お
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

（「
第
一
章
　
チ
ベ
ッ
ト
と
私
」
冒
頭
）

と
の
書
き
出
し
で
始
ま
る
『
チ
ベ
ッ
ト
滞
在
記
』は
、

編
者
が
博
士
か
ら
の
聞
き
書
き
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
文
章
も
平
易
で
非
常
に
読
み
や
す
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
川
内
南
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
協
書
籍
部
に

は
、
東
北
大
学
関
係
者
（
特
に
教
員
）
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
目
に
つ
く
と
こ
ろ
で
は
、
山
下

博
司
国
際
文
化
研
究
科
教
授
・
岡
光
信

子
文
学
研
究
科
専
門
研
究
員
（
い
ず
れ

も
文
学
研
究
科
修
了
）『
イ
ン
ド
を
知
る

事
典
』（
2
0
0
7
年
9
月 

東
京
堂
出

版
）
や
、
平
川
新
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
（
文
学
研
究
科
修
了
）『
日
本

の
歴
史
十
二 

開
国
へ
の
道
』（
2
0
0
8

年
11
月 

小
学
館
）、
青
木
美
智
男
元
専
修

大
学
教
授
（
文
学
研
究
科
修
了
）『
日
本

の
歴
史
別
巻 
日
本
文
化
の
原
型
』

（
2
0
0
9
年
5
月 
小
学
館
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
v
o
l
2
（
2
0
0
7
年
12

月
発
行
）
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
村
岡
典
嗣

博
士
（
1
9
2
4
│
46
年
在
籍
）
に
つ
い
て
、

2
0
0
9
年
6
月
、雑
誌『
季
刊 

日
本
思
想
史
』

（
ぺ
り
か
ん
社
）
が
一
冊
丸
ご
と
特
集
を
組
ん

で
い
ま
す
。

　『
季
刊 

日
本
思
想
史
』
は
日
本
思
想
史
懇
話

会
同
人
が
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ

に
は
、
東
北
大
学
文
学
部
か
ら
佐
藤
弘
夫
教

授
、
高
橋
富
雄
名
誉
教
授
、
玉
懸
博
之
名
誉
教

授
、
源
了
圓
名
誉
教
授
が
参
画
。
村
岡
典
嗣
博

士
特
集
号
で
は
、
前
田
勉
愛
知
教
育
大
学
教
授

（
文
学
研
究
科
修
了
）、
昆
野
伸
幸
東
北
学
院
大

学
非
常
勤
講
師
（
文
学
部
卒
）、
本
村
昌
文
東

北
大
学
百
年
史
編
纂
室
員
（
文
学
部
卒
）
と
い

う
、
3
名
の
文

学
部
・
文
学
研

究
科
同
窓
が
、

「
村
岡
典
嗣
を

読
む
視
点
」、

「
村
岡
典
嗣
の

中
世
思
想
史
研

究
」、「
村
岡
典

嗣
文
書
と
そ
の

周
辺
」
を
寄
稿

し
て
い
ま
す
。

　
村
岡
博
士
の

著
作
は
、
岩
波

文
庫
の
校
訂

『
読
史
余
論
』
が

復
刊
さ
れ
た
（
2
0
0
9
年
2
月
）
ほ
か
、
平

凡
社
の
平
凡
社
東
洋
文
庫
で
『
増
補 

本
居
宣

長
』（
全
2
巻
）、『
新
編 

日
本
思
想
史
研
究
』
を

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雑
誌
と
併
せ
て
読
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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研究室Information

　
6
月
12
日
、
文
学
研
究
科
言
語
科
学

研
究
室
が
主
体
と
な
っ
た
言
語
講
演

会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た

（
会
場

：

文
科
系
総
合
研
究
棟
）。

　
こ
れ
は
、
医
学
・
工
学
・
情
報
科
学
・

言
語
科
学
等
の
幅
広
い
分
野
が
連
携
し

て
進
め
て
き
た
21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
言
語
・
認
知
総
合
科
学
戦
略

研
究
教
育
拠
点
」の
研
究
成
果
報
告
を

兼
ね
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。「
経
験
科

学
と
し
て
の
成
文
法
の
基
礎
」と
題
し

た
言
語
学
講
演
会
と
、「
統
語
構
造
と

文
脈

－

言
語
認
知
脳
科
学
の
可
能
性

－

」と
題
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆

総
合
討
論（
司
会

：

言
語
科
学
研
究
室
・

小
泉
政
利
准
教
授
）に
よ
り
、
言
語
認

知
に
関
す
る
世
界
の
研
究
が
ど
こ
ま
で

辿
り
着
い
て
い
る
の
か
、
脳
科
学
の
成

果
が
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

の
か
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

2008年～09年、教員・学生に、こんな動きがありました

column

　
世
界
水
準
の
学
芸
員
の
養
成
を
目
指
そ
う
、
と
い
う
文
学
研
究
科

の
「
歴
史
資
源
ア
ー
カ
イ
ブ
国
際
高
度
学
芸
員
養
成
計
画
」（
責
任

者

：

阿
古
島
香
教
授
）が
、2
0
0
9
年
、文
部
科
学
省
の
進
め
る「
大

学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
大
学
院
G
P
）」
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
国
内
有
数
の
歴
史
科
学
専
攻
の
研
究
・
教
育
内
容
と
、
多
彩
な
文

献
資
料
・
考
古
資
料
・
美
術
作
品
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
る
環
境
を

生
か
し
、
歴
史
資
源
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
し
な
が
ら

「
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
系
」
と
「
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
系
」
の
学
芸
員
養
成
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　
文
学
研
究
科
が
、
大
学
院
で
学
ん
だ
後
の
進
路
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
上
で
、
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
る
で
し
ょ
う
。
…
阿
古

島
教
授
は
、
そ
の
意
義
を
こ
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
30
日
・
31
日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
、
川
内
南
キ
ャ

ン
パ
ス
の
文
系
生
協
書
籍
部
に
、
高
校
生
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
人

だ
か
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
東
北
大
学
　
先
生
の
著
作
」
コ
ー
ナ
ー

と
「
東
北
・
仙
台
で
活
躍
す
る
作
家
た
ち
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　「
東
北
・
仙
台
で
活
躍
す
る
作
家
た
ち
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
伊
坂

幸
太
郎
さ
ん
（
法
学
部
卒
）、
瀬
名
秀
明
さ
ん
（
薬
学
部
卒
）の
本
が
中

心
で
、
文
学
部
・
文
学
研
究
科
同
窓
で
は
残
念
な
が
ら
佐
藤
賢
一
さ

ん
（
文
学
研
究
科
修
了
）
だ
け
と
い
う
状
況
で
す
が
、「
東
北
大
学
　

先
生
の
著
作
」
コ
ー
ナ
ー
は
文
学
部
・
文
学
研
究
科
教
員
・
同
窓
の

新
刊
本
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
、
目
に
つ
い
た
教
授
陣
の
著
作
を
紹
介
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
専
門
的
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
複
眼
的
、
学
際
的
な
視
野
を
身

に
つ
け
る
。

…
…
そ
の
よ
う
な
必
要
に
応
え
る
た
め
に
、
東
北
大
学
で
は
「
国
際

高
等
研
究
教
育
機
構
」
を
設
立
。
大
学
院
教
育
の
高
度
化
支
援
と
、

優
れ
た
大
学
院
生
へ
の
経
済
的
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
異
分
野
融
合

領
域
で
の
若
手
研
究
者
養
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
文
学
研
究
科
で
は
、
社
会
学
分
野
と
言
語
学
分
野
の
研
究
者
が
機

構
で
の
指
導
に
参
加
。
学
生
で
は
、
2
0
0
8
年
度
に
栗
田
英
彦
さ

ん
が
、《
新
宗
教
団
体
「
信
行
会
」
に
お
け
る
医
療
的
実
践
と
臨
床
リ

ア
リ
テ
ィ
》
の
テ
ー
マ
で
修
士
研
究
教
育
院
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
文
学
研
究
科
か
ら
参
加
し
て
い
る
指
導
陣
〉

◆
融
合
領
域
研
究
合
同
講
義

：

長
谷
川
公
一
教
授

◆
異
分
野
ク
ロ
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

：

佐
藤
滋
教
授
、
小
林
隆
教
授
、

佐
藤
嘉
倫
教
授

◆
言
語
・
人
間
・
社
会
シ
ス
テ
ム
領
域
基
盤

：

佐
藤
嘉
倫
教
授
（
基

盤
長
）、
木
村
邦
博
教
授
、
浜
田
宏
教
授
、
吉
原
直
樹
教
授
、
長
谷

川
公
一
教
授
、
大
藤
修
教
授
、
小
泉
政
利
准
教
授

　
日
本
美
術
史
、
日
本
思
想
史
の
研
究
分
野
で
は
、
読
み

や
す
い
新
書
と
、
２
冊
の
簡
易
版
„
事
典“
が
注
目
で
す
。

　
社
会
学
系
で
は
吉
原
直
樹
教
授
の
『
変
わ
る
バ
リ
　
変
わ

ら
な
い
バ
リ
』が
特
徴
あ
る
表
紙
装
丁
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
、『
シ
リ
ー
ズ
防
災
を
考
え
る
』の
２
冊
は
シ
ン

プ
ル
で
あ
り
な
が
ら
美
し
い
表
紙
装
丁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

防
災
の
本
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ず
、
手
に
と
っ
て
読
ま

せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

佐藤弘夫教授（日本思想史）・遠
山淳桃山学院大学名誉教授・中
村生雄学習院大学教授共同編集
『日本文化論キーワード』（09.3 有斐
閣双書）。たとえば＜日本語のリ
ズム⑴－「歩く」＞の項には「ナン
バ」についての説明も含むなど、
特徴ある内容となっています。

片岡龍准教授（日本思想史）・苅
部直東京大学教授共同編集『日
本思想史ハンドブック』(08.2 新
書館)。共に1965年生まれの2人
が、1960～70年代生まれの執筆
者たちと共にまとめた日本思想
史の入門書です。

長岡龍作教授（東洋・日本美術
史分野）『日本の仏像』（09.3 中公
新書）。「まえがき」で「仏像を造
り、祈った人々の心に注目して
仏像を語ろうと思う。」と述べて
います。

吉原直樹教授（社
会学）・倉沢愛子
慶応義塾大学教授
共同編集『変わる
バリ　変わらない
バリ』（09.3 勉誠出
版）。日本を代表す
るインドネシア史
研究者との共同編
集でバリの多様 性
についてまとめた
本です。

吉原直樹教授(社会学)『シリーズ防災を考
える１　防災の社会学』（09.1 東信堂）。仁
平義明教授（心理学）『シリーズ防災を考
える2　防災の心理学』（09.4 東信堂）。社
会学と心理学の面から、災害セーフティ
ネットに関する組織や行動に関する徹底
的な分析と提言がされています。

佐藤嘉倫教授（行
動科学）『ゲーム理
論　人類と社会の
複雑な関係を解
く』（08.11 新曜社）。
教授の社会階層研
究などにおける
データ処理の基礎
となっているゲー
ム理論について、
わかりやすくまと
められています。
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ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
へ
の
感
想
な
ど
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

文
学
部
・
文
学
研
究
科
の
情
報
誌
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』は
公
共
図
書
館
や
書
店
、
大
学
、

高
校
等
へ
の
配
布
、
希
望
の
あ
っ
た
同
窓
生
へ
の
配
布
等
に
よ
っ
て
流
通
さ
せ
て
い
ま
す
。そ

の
成
果
が
徐
々
に
現
わ
れ
て
お
り
、
出
版
社
か
ら
の
評
価
の
声
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
か
ら
の

感
想
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
さ
ら
に
広
が
る
よ
う
に
、
編
集
部
に
寄
せ
ら

れ
た
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
声
を
、一
部
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
校

の
成 ブ文

学
校
等
ブ文

高
校

この会報は、同窓会会員の発言、情報発信の場ともしていきたいと考えています。同窓会へ
のご意見、当会報へのご意見・ご感想、文学部・文学研究科情報誌『ブックレット』への
ご意見・ご感想等々、なんでもけっこうですので、郵便、ＦＡＸ、メールなどでお寄せください。

　
並
べ
ら
れ
た
本
の
中
で
も
特
に
注
目

は
、
2
0
0
9
年
5
月
発
行
の
『
ど
う

生
き
　
ど
う
死
ぬ
か
』（
弓
箭
書
院
）
で

し
ょ
う
。

　
ど
こ
が
注
目
か
。

　
第
一
に
、
本
書
は
、
1
9
9
3

－

06

年
の
期
間
、
文
学
研
究
科
で
助
教
授
・

教
授
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て
い
た
、
現

代
日
本
を
代
表
す
る
哲
学
者
の
一
人
で

あ
る
清
水
哲
郎
東
京
大
学
教
授
の
監

修
、
東
北
大
学
医
学
部
卒
の
岡
部
健
医

療
法
人
社
団
爽
秋
会
理
事
長
、
東
北
大

学
理
学
部
卒
・
文
学
研
究
科
修
了
の
竹

之
内
裕
文
静
岡
大
学
准
教
授
の
編
集
と

い
う
、
東
北
大
学
関
係
者
に
よ
り
ま
と

め
ら
れ
た
本
だ
と
い
う
点
で
す
。

　
そ
し
て
第
二
に
は
、
文
学
研
究
科
の

桐
原
健
真
助
教
授
を
は
じ
め
、
日
笠
晴

香
さ
ん
（
博
士
課
程
後
期
）、
鈴
木
亮
三

さ
ん
（
博
士
課
程
後
期
）、
高
橋
由
貴
さ

ん
（
博
士
課
程
後
期
）、
大
村
哲
夫
さ
ん

（
博
士
課
程
後
期
）
と
い
う
4
名
の
大
学

院
生
が
執
筆
に
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う

点
で
す
。

　
出
版
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
清
水

教
授
は
、「
は
じ
め
に
」
で

　
本
書
は
、
監
修
者
で
あ
る
私
と
編
者

の
ひ
と
り
岡
部
健
氏
を
除
け
ば
、
も
う

ひ
と
り
編
者
で
あ
る
竹
之
内
裕
文
氏
を

は
じ
め
と
し
て
、
若
い
世
代
の
研
究
者

た
ち
を
著
者
と
す
る
作
品
で
あ
る
。
詳

し
く
は
本
書
の
「
序
」や
「
あ
と
が
き
」

に
書
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、彼
ら
は
、

岡
部
氏
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
タ
ナ

ト
ロ
ジ
ー
（
死
生
学
）研
究
会
に
お
い

て
、
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
の
現
場
の
問
題
に

触
れ
つ
つ
、
議
論
を
深
め
、
あ
る
い
は

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
の
現
場
に
入
り
込
ん
で

調
査
を
重
ね
、
ま
さ
に
本
書
の
タ
イ
ト

ル
が
示
す
よ
う
に
「
ど
う
生
き
　
ど
う

死
ぬ
か
」と
い
う
こ
と
を
「
現
場
か
ら
」

あ
る
い
は
「
現
場
に
臨
み
つ
つ
」考
え
て

き
た
。
本
書
は
そ
れ
が
結
実
し
た
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
本
書
を
手
に
し

て
、
桐
原
健
真
助
教
授
の

「〝
あ
の
世
〞
は
ど
こ
へ
行
っ
た

か
」「
日
本
人
の
死
生
と
自

然
」、
日
笠
晴
香
さ
ん
の
「
最

期
の
選
択
」、
鈴
木
亮
三
さ
ん

の
「
死
す
べ
き
も
の
の
仕
事
」、

高
橋
由
貴
さ
ん
の
「
遺
さ
れ
た

言
葉
」、
大
村
哲
夫
さ
ん
の
「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ケ
ア
」
の
コ

ラ
ム
な
ど
を
読
む
こ
と
に
よ

り
、
死
に
つ
い
て
、
死
を
迎
え

る
心
構
え
に
つ
い
て
な
ど
を

深
く
考
え
る
き
っ
か
け
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
格
的
な
刊
行

物
と
し
て
は
初
め
て
の
体
験

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
大
学

院
生
た
ち
は
、
こ
の
出
版
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
出
版
さ
れ
る
た
め
に
は
、
出

版
社
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
い
う
現
実
の
力
が
必
要
で
あ

り
、
東
北
大
学
に
は
、
そ
れ
が

小
さ
い
と
い
う
こ
と
。

　
出
版
さ
れ
た
も
の
は
、
社
会

的
な
有
意
味
性
と
い
う
範
疇

で
も
徹
底
的
な
批
判
に
さ
ら

さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。

　
１
回
本
に
す
る
こ
と
は
幸
運

が
あ
れ
ば
巡
っ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
、
２
冊
、
３
冊

と
出
版
さ
れ
て
い
く
た
め
に

は
、
１
冊
目
以
上
の
蓄
積
と
評

価
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。

　
な
ど
を
感
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
し
は
か
ら
れ

ま
す
。
本
書
を
講
読
し
、
感
想

な
ど
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
若
い
力
を
大
い
に

刺
激
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

写真は、平成19年8月３日岩手日日新聞より引用


